
 

 

大草谷津田いきものの里 自然観察会 

いきものの赤ちゃん探し 

藤田英忠（東金市） 

日   時：2018 年６月 17 日（日）10 時 30 分～12 時 天気：晴 

参 加 者：大人 19 名、子ども 22 名 計 41 名 

担当指導員：小川洋子  藤田英忠 

前日まで雨が続き、危ぶまれた天候も丁度本日は谷間の晴れ。谷津田の生き物は雨上

がりが大好きだ。これは面白いテーマ企画。動植物たちはこの時期、卵は孵り、木の種

は発芽。谷津田は生き物の幼生や親子たちの天国になっている。当然この弱い幼生を襲

う捕食者もいて賑やかな谷津田。天候にも恵まれ、沢山の親子が観察に参加してくれた。

今年は、ここ大草観察会は例年になく多くの参加者に恵まれている。みんなみんな谷津

田をにぎわす生き物だった。 

まずは入り口付近のシラカシの枝先の小さな緑の粒のようなものを見てもらった。こ

れがドングリになるのだ。ドングリはみな知っているが赤ちゃんを見たのは初めての方

が多かった。別のシラカシに葉先が巻いているのを見つけた。「これは何でしょう？」み

な首を傾げ戸惑いの表情。オトシブミという 1 ㎝に満たない小さな虫が葉の先端に卵を

産んで巻いたものと説明すると一様に感心していた。 

林に入るとアオキなどの葉に小さなカタツムリが次々見つかった。子供たちはカタツ

ムリが大好き、見つけるたびに得意そうな声が聞こえた。ニッポンマイマイやヒダリマ

キマイマイの子がほとんど。通路の朽ち木上にスギの実生が緑の葉をつけて背伸びをし

ている。こういうところからも芽を出す植物のたくましさにビックリしていた。参加者

の男性がクモの団子を見つけた。小さな黒っぽい子グモがたくさん群れていた。残念な

がら何の子かわからなかったが、皆さん珍しそうに見ていた。気持ち悪いとの声はなく

ホッとした。 

林を抜けると田んぼが見えた。子どもたちは田んぼに一直線、畔に下りてオタマジャ

クシやカエルを探し始めた。畔を避けて大回りしてカエル探しのポイントへ行く予定が

すっかり狂ってしまった。子供たちは子ガエルを捕まえて大はしゃぎ。捕まえたのはニ

ホンアマガエルとニホンアカガエルのチビちゃんたちだ。最後は田んぼのオオタニシの

腹から赤ちゃんを取り出して観察した。オオタニシの雌は卵を体内で子貝になるまで育

ててから産み落とす。これを観察するのに 1 匹のタニシに犠牲になってもらったが、良

い勉強になったと思う。 

参加者の感想は、子供たちから「オオタニシにビックリした」「ナナフシが面白かった」

「ドングリの赤ちゃんを初めて見た」など。大人から「何度か参加して季節の変化を感

じた」「クモの団子に驚いた」など。まだまだ、指導者には紹介したい生き物の子どもが

いたが、参加者が見つけたものを大事にした。いきものの赤ちゃんが生き残り親になる

ことの大変さを、また感じてくれる観察会が秋には必要だ。 

今回は市民ネットワーク若葉が団体参加（大人 15 人、子ども 3 人）されたので 60 名

近くにもなった。団体の方々には当日のプログラムのほか大草谷津田の歴史や保全体制

の説明も行った。また、いつも言っていることだが、生き物を捕まえるまではいいが、最後

は同じところに放して谷津田の生き物を保全しようと、子どもたちに教えて終わった。 


